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ことばが作られるとき
一詩人シェイクスピアの誕生―









































































ている,「虎の心を役者の皮で包み」(Tiger's heart wrapped in a player's hide)は, シェイクスピ
ア作 Fヘンリー六世』第三部のことば (シェイクスピアからの引用は,原則として,スタンリー・
ウエルズとゲーリー・テーラー編 『オックスフォー ド・シェイクスピア全集』 ●ル 0"瘤
S力αル睦α/al(オックスフォード大学出版局,1988年)による。ただし,新語,新語義は, αの に
依り,同辞典使用テキストとなっている『グローブ版』 (TヵθG】οうι EJttοの (マクミラン社, 1961
年)による),



























リアム・シェイクスピア』 (1/T/tlJぢαη S力α″ιψια托,2vOls,)オツクスフオー ド大学出版局,1930年)
の推定による,詩の創作年代と出版年代を簡単に示せば,次の通りである。


































































































































o~r like Fttir匠ltripllpもnliFe grとen;‖
6r l(kelTnttmphll予i h iもng,1訴shと↓巨led hhir,‖







































順の倒置が必要であつた。上の詩の1行目の `Bid me dttcourse,I win enchant thine ear'(私に話せ
といっておくれ,そうすれば私はあなたの耳をうっとりさせましょう)にあつては,この行の前半
と後半を`and'で補えば (命令形プラスand),論理的には,無理なく結びつけられる, といつても
よかろう。しかしそれに続く2行日`Or like a fairy,tAp upon the green'(あるいは妖精のよう
に,緑の野を軽やかに通りすぎましょう)は,1行目との続きで考えると,論理的に矛盾する。例
えば,`or bid me wЛk,and l win trip upOn the green like a fairy'(私に歩けといつておくれ,
そうすれば私は妖精のように緑の野を軽やかに通りすぎましょう)とでもするしかない。しかしこ
のように書けば,単調になるばかりでなく, リズムがくずれ,また脚韻を踏まなくなる。そのため
に`bid me walk'の省略と`like a iary'の語順の倒置が必要とされる。3行日も4行日の前半も同じ
ことがいえる。4行日後半には `and yet nO footing seen'(足跡も見せずに)とあるが,これは `and













Her lily hand her rosy cheek lies under,
Coz'ning the pillow of a lawful kiss,
Who therefore angry seems to part in sunder,
Swelling on either side to Mrant his blissi
Between whose hills her head entombed is,
?Vhere like a virtuous monument she lies
To be admired oflewd unhallowed eyes.
VヽithOut the bed her other fair hand襦「as,
On the green coverlet,whose perfect、vhite
Showed like an April daisy on the grass,
With pearly sweat resembling dew of night.
Her eyes like marigolds had sheathed their light,
And canopied in darkness sweetly lay






























But iook,the morn in russet mantle clad















Like as the Mraves make towards the pebbled shore,
So do our minutes hasten to their end,
Each changing place、vith that、vhich goes beforei
ln sequent toil all forwards do contend.
Nativity,once in the main oflight,
Crawls to maturity,wherewith being crowned
Crooked eclipses'gainst his glory fight,
And time that gave doth now his gift confound.
Tilne doth transfix the flourish set on youth,
And delves the parallels in beauty's brow;
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Feeds on the rarities of nature's truth,
And nothing stands but for his scythe to mow.
And yet to times in hope nly verse shaH stand,
Praising thy lllorth despite his cruel hand.














これは14行から成る詩で,1行は10音節,押韻は1行日 `shore'と3行日 `befOre',2行目 `end'と4
































して)もちこたえよう」ぐmy verse shall standりは,前行の `nothing stands'(「持ちこたえるも
のは何もない (倒されないものは何もない)」)と呼応し,かつそれを否定している。「時の残酷な









































O comfOrt killing Night,….







For,by this black faced night,desire's foul■urse (VEN 773)
なぜなら, この黒い顔をした夜,情欲の醜い乳母にかけて
…。lofty trees,...erst from heat did canopy the herd,(SON 12)
高い樹林は,つい先頃まで,羊の群を暑さから守る天蓋となっていた。













Desire my pilot is,beauty my prize.(LUC 279)
欲望がおれの水先案内だ,美がおれの獲物だ。
Thine eye darts forth the fire that burneth me,(VEN 196)
あなたの目は火の矢を放ち私を焼 く尽 くす。
Whose vulture thought doth pitch the price so high(VEN 551)
彼女の禿鷹の欲望は身代金の値段をこれほど高くつり上げる。
And summer's green all girded up in sheaves (SON 12)
また夏のみどりの麦がみな刈られ,束ねられて
_.age's steepy night,(SON 63)
老年の険しい暗夜へと



















For if it see the rud'st Or gentlest sight,
The most sweet favour or deformed'st creature,
The nlountain or the sea,the day or night,
The crolll or dOVe,it shapes thenl to your feature.
Incapable of more,replete、vith you,
?ly most true mind thus makes mine eyes untrue.
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日はどんなに粗野な,あるいはやさしいものを見ても,
どれほど美 しいもの,あるいは奇形を,
山でも海でも,昼でも夜でも,
鳥でも鳩でも, 日はどれも君の姿に変えてしまう。
これ以上は見ることはできなくて,君への思いに満たされて,
私の真心は私の目をこのように虚偽にする。
詩人の日は, さまざまな外的事物を見ても,それを「君の姿」に変えてしまう。ということは,
その目が,例えば,烏のなかに「君」との類似点を認めるばかりでなく,鳥を君に変容させるので
ある。そしてこの変容のなかに,鳥の類似点が溶け込んでいる。したがって,変容の作業とは,異
なった事物の間に類似点を認める作業を一歩押し進めたものであり,結合の別な形態である。そし
て,この変容あるいは結合を促すものは,詩人の「君への思い」(replete witt you),換言すれば,
強い感情である。これと同じことをシェイクスピアは,ソネット114番で「君への愛」が錬金術の
働きをして,さまざまに異なったものを変容させ,結合させている, といっている。
強い感情,愛情から発した,この種の錬金術にも似ている働きがあるからこそ, シェイクスピ
アはきわめて多くの比H論的新語,新語義を作り出すことになる。このように, まず何よりも, シェ
イクスピアは愛の詩人である。
娼壕をきわめたペストの流行も,1594年になると衰えを見せ,同じ年の6月になると, ロンドン
において劇の奥行が再び正常にかえった。記録に残っているロンドンでの奥行は『タイタス・アン
ドロニカス』が1594年1月に,『じゃじゃ馬ならし』が同じ年の6月に,『間違いの喜劇』が12月に上
演されている。
そしてシェイクスピアは1594年には,新作三編『ヴェローナの二紳士』『恋の骨折り損』『ロミオ
とジュリエット』を立て続けに書いて,本格的劇作家になろうとする。

